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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間(自 平成26年５月１日 至 平成27年１月31日）におけるわが国経済は、政府主導の

経済政策の効果により緩やかな回復基調で推移したものの、急激な円安を背景とした生活関連商品の物価上昇や中

東における政情不安などにより、依然として先行き不透明な状況が続いております。

このような状況の下、当社グループでは、足元の体質強化を第一とし、費用対効果を重視した広告戦略や原価低

減のための様々な取り組みを進めてまいりました。

これらの施策の成果が見られ始めた一方で、当期に入ってからの円安の影響は大きく、この結果、当第３四半期

連結累計期間における売上高は9,192百万円（前年同四半期比11.1％減）、経常損失は23百万円（前年同四半期は

300百万円の損失）、四半期純損失は18百万円（前年同四半期は192百万円の損失）となりました。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

① 通販部門

通販部門では、テレビによる通信販売業者を経由した個人顧客への販売、カタログ通販会社向けの販売、インタ

ーネット専売業者向けの販売を行っております。

ショッピング専門チャンネル向けでは堅調な売上を計上しましたが、地上波通販会社向けやカタログ通販会社向

けでやや苦戦し、売上高は3,899百万円（前年同四半期比3.5％減）、セグメント利益は1,325百万円（前年同四半期

比4.8％減）となりました。

② 店販部門

店販部門では、家電量販店、大手百貨店、バラエティショップ等への販売を行っております。

大手家電量販店向け卸売事業において、直接取引形態への移行が順調に進んで店舗数も拡大してきており、売上

高は2,272百万円（前年同四半期比30.6％増）、セグメント利益は534百万円（前年同四半期比33.5％増）となりまし

た。

③ 直販部門

直販部門では、インフォマーシャルや雑誌、新聞、Web等を用いた個人顧客への販売を行っております。

当第３四半期連結累計期間では、インフォマーシャルや各種媒体広告について、売上に対する効果を重視して支

出する方針を継続しており、売上高は2,668百万円（前年同四半期比37.8％減）、セグメント利益は81百万円（前年

同四半期比64.9％減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末における資産は、前連結会計年度末に比べ548百万円減少し、9,772百万円となりま

した。現金及び預金の増加85百万円、受取手形及び売掛金の減少477百万円、商品及び製品の減少275百万円が主な

要因であります。

負債は、前連結会計年度末に比べ320百万円減少し、3,369百万円となりました。支払手形及び買掛金の増加161百

万円、未払法人税等の減少180百万円、長期借入金の減少273百万円が主な要因であります。

純資産は、前連結会計年度末に比べ227百万円減少し、6,403百万円となりました。四半期純損失の計上18百万円

及び剰余金の配当210百万円による利益剰余金の減少229百万円が主な要因であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

第４四半期以降につきましては、利益を重視した販売施策を継続するとともに、海外も含めた新たな販路の開拓、

市場のニーズに合った新製品・新商品の開発、ヤーマンブランドの浸透などに力を入れてまいります。

なお、平成26年４月期決算発表時（平成26年６月13日）に公表した業績予想に変更はありません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　

当第３四半期連結累計期間

(自 平成26年５月１日 至 平成27年１月31日)

（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純損失に当該見積実効税率を乗じて計算しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成26年４月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年１月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,454,078 3,539,839

受取手形及び売掛金 1,792,590 1,314,951

有価証券 50,129 50,150

商品及び製品 3,224,434 2,948,604

仕掛品 33,688 42,451

原材料及び貯蔵品 239,140 255,058

その他 586,431 740,286

貸倒引当金 △3,217 △5,106

流動資産合計 9,377,276 8,886,236

固定資産

有形固定資産 531,927 519,815

無形固定資産 262,862 229,807

投資その他の資産 149,156 136,865

固定資産合計 943,946 886,489

資産合計 10,321,222 9,772,725

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,170,524 1,332,116

1年内返済予定の長期借入金 423,365 369,393

未払金 578,967 640,648

未払法人税等 184,569 4,452

賞与引当金 30,500 11,975

返品調整引当金 126,129 84,728

その他 123,720 149,799

流動負債合計 2,637,776 2,593,113

固定負債

長期借入金 1,034,882 761,832

その他 17,313 14,294

固定負債合計 1,052,195 776,126

負債合計 3,689,972 3,369,240

純資産の部

株主資本

資本金 1,813,796 1,813,796

資本剰余金 1,313,795 1,313,795

利益剰余金 3,501,236 3,272,202

自己株式 △140 △140

株主資本合計 6,628,687 6,399,653

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,563 3,832

その他の包括利益累計額合計 2,563 3,832

純資産合計 6,631,250 6,403,485

負債純資産合計 10,321,222 9,772,725
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年５月１日
　至 平成26年１月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年５月１日
　至 平成27年１月31日)

売上高 10,342,748 9,192,644

売上原価 4,231,783 4,118,389

売上総利益 6,110,964 5,074,254

返品調整引当金戻入額 183,054 126,129

返品調整引当金繰入額 100,116 84,728

差引売上総利益 6,193,902 5,115,655

販売費及び一般管理費

広告宣伝費 3,205,898 2,050,354

貸倒引当金繰入額 － 1,889

給料及び手当 457,297 428,896

賞与引当金繰入額 14,350 11,975

減価償却費 77,206 73,583

研究開発費 65,595 69,860

その他 2,681,526 2,391,174

販売費及び一般管理費合計 6,501,873 5,027,734

営業利益又は営業損失（△） △307,971 87,921

営業外収益

受取利息 418 451

受取配当金 238 250

為替差益 18,143 －

貸倒引当金戻入額 3,932 －

その他 12,838 6,798

営業外収益合計 35,572 7,501

営業外費用

支払利息 23,970 15,865

支払保証料 934 660

為替差損 － 94,505

その他 3,691 7,536

営業外費用合計 28,595 118,568

経常損失（△） △300,994 △23,144

特別損失

固定資産除却損 1,886 569

特別損失合計 1,886 569

税金等調整前四半期純損失（△） △302,881 △23,714

法人税等 △110,346 △4,731

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △192,534 △18,983

四半期純損失（△） △192,534 △18,983
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年５月１日
　至 平成26年１月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年５月１日
　至 平成27年１月31日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △192,534 △18,983

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 327 1,268

繰延ヘッジ損益 △24,018 －

その他の包括利益合計 △23,690 1,268

四半期包括利益 △216,225 △17,714

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △216,225 △17,714

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間（自 平成25年５月１日 至 平成26年１月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書

計上額
(注)３

通販部門 店販部門 直販部門 計

売上高

外部顧客への売上
高

4,042,449 1,739,967 4,287,780 10,070,197 272,550 10,342,748 － 10,342,748

セグメント間の内
部売上高又は振替
高

－ － － － 147,211 147,211 △147,211 －

計 4,042,449 1,739,967 4,287,780 10,070,197 419,762 10,489,960 △147,211 10,342,748

セグメント利益 1,391,295 400,582 231,137 2,023,014 49,983 2,072,997 △2,380,969 △307,971

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、先端電子部門、海外戦略部門等を含

んでおります。

２．セグメント利益の調整額△2,380,969千円には、セグメント間取引消去27,900千円、各報告セグメントに配分

していない全社費用△2,408,869千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販

売費及び一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

当第３四半期連結累計期間（自 平成26年５月１日 至 平成27年１月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書

計上額
(注)３

通販部門 店販部門 直販部門 計

売上高

外部顧客への売上
高

3,899,168 2,272,590 2,668,086 8,839,845 352,799 9,192,644 － 9,192,644

セグメント間の内
部売上高又は振替
高

－ － － － 119,479 119,479 △119,479 －

計 3,899,168 2,272,590 2,668,086 8,839,845 472,279 9,312,124 △119,479 9,192,644

セグメント利益 1,325,080 534,603 81,183 1,940,867 123,764 2,064,632 △1,976,710 87,921

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、先端電子部門、海外戦略部門等を含

んでおります。

２．セグメント利益の調整額△1,976,710千円には、セグメント間取引消去27,900千円、各報告セグメントに配分

していない全社費用△2,004,610千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販

売費及び一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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